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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項

に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

１ 会議名    令和４年度 岐阜県立飛騨高山高等学校 学校運営協議会（第１回） 

 

２ 開催日時   令和４年５月１９日（木）１３：３０～１５：３０ 

 

３ 開催場所   飛騨高山高等学校 山田キャンパス 会議室 

 

４ 参加者    委 員  宮下 伸一  高山信用金庫 理事 

              岩佐 喜美子 高山赤十字病院 

              永瀬 正幸  ＪＡ飛騨ミート 

              玉田 明正  岐阜県指導農業士 

              島谷 和美  自営業（食堂経営） 

              西野 直美  育友会長（全日制） （欠席） 

              下屋 綾乃  育友会長（定時制） 

              塚本 利幸  部活動後援会長（通信制） 

              中田  彰  同窓会長 

 

学校側  奥田  寛  校長 

大森 賢一  副校長（全日制山田キャンパス） 

垣下 大吾  副校長（定時制・通信制） 

金山 純一郎  事務部長 

野中 賀雄  教頭（全日制岡本キャンパス） 

渡辺 圭子  教頭（全日制岡本キャンパス） 

島田 正幸  教頭（全日制山田キャンパス） 

下嶋 和長  教頭（通信制） 

西垣 光洋  教諭（全日制岡本キャンパス・教務主任） 

砂田 正明  教諭（全日制山田キャンパス・教務主任） 

杉山  遼  教諭（定時制・教務主任） 

石地 志奈子 教諭（通信制・教務主任） 

水田 奈央生 教諭（全日制岡本キャンパス・生徒指導主事） 

柳原 博之  教諭（全日制山田キャンパス・生徒指導主事） 

荒川 一弘  教諭（全日制岡本キャンパス・進路指導主事） 

穂波 輝樹  教諭（全日制山田キャンパス・進路指導主事） 

田中 一幸  教諭（全日制山田キャンパス・農場長） 

 



５ 会議の概要 

 （１）学校運営協議会の設置運営及び組織について 

意見１：各界ＯＢの方々や、飛騨高山高校を思う同志の集いとして、学校の協力のもとですばら
しい活動ができるメンバーである。 

 

（２）令和４年度 教育指導の重点及び学校経営計画について 

   意見１：「社会への貢献や地域の発展に寄与できる人材育成を目指す」という点について、これ
からも飛騨地域を守る人材を育てる指導方針を続けてほしい。 

  意見２： 学校運営協議会委員になったことで、こうして学校のスクール・ポリシーなど、生徒

たちの環境に適した目標が立てられている事がよくわかった。 

 

①スクール・ポリシーに関すること 

 意見１：「郷土を愛し、地域の発展のために、地域や社会の構成員として貢献できる生徒」とい

う点について、これからはさらに地域愛をもち、地域創生や飛騨地域のために活躍でき

る生徒を育ててほしい。 

意見２：しっかりと「こんな生徒を育てたい」というスクール・ポリシーを立て生徒を指導して 

いることがわかった。 

意見３：地域での活躍や、コミュニケーションをとる場面など、地域・社会に貢献できる生徒を

意識して育てている点が、まさしくスクール・ポリシーにつながる姿である。 

 意見４：新たな時代に対応できる創造性を育む方針がすばらしい。 

 

②学習指導・生徒指導・進路指導に関すること 

 意見１：コロナ禍で、会社でもマスクによって相手の表情が見えない、報・連・相や職員同士

の連携がうまくいかないなど、コミュニケーション不足を実感する。コミュニケーシ

ョンの大切さを伝える支援を学校でもさらに進めてほしい。 

意見２：今後も、飛騨を守る人材を育てる指導方針を続けてほしい。 

 意見３： 授業や実験実習に取り組む生徒の姿を見て、いきいきと活動していることがわかった。 

意見４：挨拶をすることは非常に大切である。会社においても朝の挨拶は重要であり、一日の

始まりでもある。さらに挨拶によりコミュニケーションも生まれ、職場の活性化にも

つながる。学校でも継続して指導願いたい。 

意見５：飛騨地域の後継者を育てる大切な学校である。農業の経験や体験がさまざまな場面で

いかされること事も多い。我々と一緒に農業ができる生徒をこれからも育ててほしい。 

意見６：授業を見学して、生徒が自分たちで栽培したものを加工して販売するなど、すばらし

い学習をしている。自信や誇りをもって学べる学校である。学校が社会へ出るサポー

トをしていると強く感じた。 

意見７：教員の生徒に対する細かな目配りや、手厚い指導を感じること事ができた。 

 

③その他 

意見１：目で見て理解しやすい注意喚起など、コロナの対策がしっかりと行き届いている。今後

このことが慣れによる油断とならないようにしてほしい。   

意見２：次回（第２回学校運営協議会）のふるさと企業の会では、ＯＢとして、卒業生が飛騨の

地元に残って活躍できるよう協力したい。 

 

６ 会議のまとめ 

   令和４年度第１回学校運営協議会において本校の教育指導の重点、学校経営計画及び生徒心得の

改定について、全ての委員より承認を得られた。 


